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国際ヒトゲノム国際ヒトゲノム

計画の達成計画の達成
（平成15年4月14日）

ゲノムの構造（塩基配列）が解読され、

今後はその機能の解明へ

ゲノム研究は

機能解明を中心とした機能解明を中心とした
本格的国際競争本格的国際競争

の時代に突入
米国：ENCODE計画発表

（The ENCyclopedia Of DNA Elements）

ヒトゲノム（１％）の全機能解析計画（平成15年4月）

→ヒトゲノムの全機能解明へ

ゲノムネットワーク研究推進方策ゲノムネットワーク研究推進方策ゲノムネットワーク研究推進方策

○我が国の強みを活かす研究
ヒト及びマウスの完全長cDNA*、高速塩基配列決定

設備や解析技術のノウハウなどのリソースの活用

○効果的な研究推進体制（バイオプラット
フォーム）の構築
集中的なゲノム解析と各種疾患等の個別の
ネットワーク研究との有機的連携を確保

○集中的解析の実施と平行して、ゲノム
ネットワーク解析のための新規の技術
開発を実施

ゲノムネットワークとはゲノムネットワークとはゲノムネットワークとは

病因から発症まで
のメカニズムの探索

期待できる成果期待できる成果

健康な生活
への貢献 経済活性化

への貢献

遺伝子は単独で機能しているので
はなく、相互に機能を調整し、作用
している。遺伝子同士が描く複雑な
相互作用のこと。

遺伝子の発現調節機能等の
系統的な解析に基づき、転
写制御を中心にネットワーク
を明らかにすることにより発
生・分化等の生命科学に関
する基本的問題の解明の基
盤を構築する。

プロジェクトの目的プロジェクトの目的プロジェクトの目的
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*cDNA(complementary DNA)とは、mRNA 
(messenger RNA タンパク質合成の遺伝
情報を写しとって伝えるリボ核酸)と相補的な
塩基配列をもつ一本鎖 DNA。mRNA などを
鋳型として逆転写酵素を用いて合成する。

国際的背景国際的背景国際的背景

平成１６年度～平成２０年度
平成１６～２０年度総事業費：１３７億円

※運営費交付金中の推計額含む

ゲノムネットワークプロジェクトの概要
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ゲノムネットワークプロジェクト予算について

総合科学技術会議の優先順位付け

S：特に重要な研究課題等であり、積極的に実施すべきもの
A：重要な課題等であり、着実に実施すべきもの

予算額の推移

（運営費交付金中の推計額を含む）

※当初のプロジェクト実施計画からの見直しの内容

当初８０億円の予算の段階で計画していた一部の研究課題を断念するとともに、計
画されていたマウスについての解析を、ヒトでは解析が不可能か困難なものに限り用
いるということで対象を絞っている。さらに公募の選定数の絞込みを行い、予算額の
変更に対応している。

着実・効率的に
実施する必要

AASS優先順位

２０１９１８１７１６年 度

2

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 合計

当初計画 80億円 80億円 80億円 80億円 80億円 400億円

予算額 26億円 27億円 28億円 31億円 25億円 137億円



計画額に対する予算削減の経緯とそれに伴う目標の変更

・今後のポストゲノムシーケンシング研究の一つのあり方として、個別生命現象のネットワークの解明、画期的な創薬の探索等の面に
おいてヒトゲノム解読の成果を活用することを目指し、現在アメリカで進められているＥＮＣＯＤＥ計画と異なり、ヒトゲノム機能の解明は
ネットワーク解明等に直接的に結びつくものについて、我が国の利点を生かし集中的に実施するとともに、ネットワーク解明等に資する
生体分子相互作用等のデータについても技術的に可能なものについて集中的に解析を行う。
・更に、本プロジェクトにおいては、国際的優位性の高いもの、実用化において重要な意義を有するものの中から網羅的データの活用
により、特に画期的な成果を見込み得る個別の生命機能の解明を行う研究を提案公募により実施し、集中的データの創出との有機的
連携による、効果的な生命研究のシステムの構築をも目指す。

・遺伝子の発現調節機能等の系統的な解析に基づき、転写制御を中心にネットワークを明らかにすることにより発
生・分化等の生命科学に関する基本的問題の解明の基盤を構築する。

・成果の最終的な応用が医療であることを考え、ヒトを解析対象とし、ヒトで解析困難な場合にのみマウスなど他生
物を補助手段として解析する。

Ｈ１５事前評価指摘事項（総合科学技術会議）
・解析の対象となる生体分子はＤＮＡ、各種ＲＮＡ、タンパク質等多岐にわたり、これらが関与する生命プロセスも転写、

翻訳や多様な生体分子間の相互作用など膨大なものとなるため、研究開発の開始に当たっては、その具体的な目
的や、達成目標とそれに至るマイルストーンを明確に決定し、有限な資源を用いて効率的に成果が得られるよう、焦
点を絞った推進が図られる必要がある。

・「ゲノム機能情報の集中的解析」については、転写開始点や転写調節因子等の研究が、疾病発症のメカニズムの解
明や医薬品の開発等への応用にも近く、国際競争も激しいことから、これらの解析を、ヒトを対象として優先的・集中
的に進めるべき。

・タンパク質間相互作用の解明については、現在想定しているツーハイブリッド法のみでは限界があることから、当面
は現在可能な技術で解析を進めつつ、並行して行われる「次世代ゲノム解析技術開発」による成果を機動的に取り
入れていくべき。

・全体の予算に占める公募型部分の割合を増加させ、我が国全体の研究開発力を結集することによって、本研究開発
の目指す網羅的情報基盤を他国に先駆けて実現し、国際競争に耐え得る体制を作るべき。 など

当初計画当初計画

変更後の目標・対象変更後の目標・対象
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■個別生命機能解析 （縦軸研究）
個別の生命現象に焦点を当てたネットワーク解析を実施する。

■個別生命機能解析■個別生命機能解析 （縦軸研究）（縦軸研究）
個別の生命現象に焦点を当てたネットワーク解析を実施する。

■次世代ゲノム解析技術の開発
本プロジェクトに貢献する要素技術の開発を行い、短期間での実用化を
目指す。

■次世代ゲノム解析技術の開発■次世代ゲノム解析技術の開発
本プロジェクトに貢献する要素技術の開発を行い、短期間での実用化を
目指す。

■ヒトゲノムネットワークプラットフォーム
ゲノム機能情報や既存のゲノム情報を遺伝研において有機的に統合し、
個別生命現象の研究に活用する。

■ヒトゲノムネットワークプラットフォーム■ヒトゲノムネットワークプラットフォーム
ゲノム機能情報や既存のゲノム情報を遺伝研において有機的に統合し、
個別生命現象の研究に活用する。

■■ゲノム機能情報の解析ゲノム機能情報の解析 （横軸研究）（横軸研究）

ヒトゲノムの発現調節領域の解析、遺伝子発現に係る生体分子
（タンパク質など）間の相互作用の解明等といった、ゲノム機能に関
するネットワークの基礎データについて系統的解析を図る。
また、本プロジェクトの推進に有効な共通リソースの整備を行う。

■動的ネットワークの解析技術の開発（平成19年～）
システムバイオロジー的手法等を導入し、細胞からのシグナル伝達から
転写に至るネットワークの解析を実施する。

■動的ネットワークの解析技術の開発■動的ネットワークの解析技術の開発（平成（平成1919年～）年～）
システムバイオロジー的手法等を導入し、細胞からのシグナル伝達から
転写に至るネットワークの解析を実施する。

プロジェクトの目的
ヒトの転写制御系のネットワークを解明し、そのデータを活用した個別生命に焦点を当てたネットワーク
解析を行い、生命活動を成立させているネットワークを明らかにする。

ゲノムネットワークプロジェクトの研究

ヒトゲノムネットワークプラットフォームヒトゲノムネットワークプラットフォーム

ゲノム機能情報の解析ゲノム機能情報の解析 次世代ゲノム解析技術開発次世代ゲノム解析技術開発

薬の標的分子等薬の標的分子等 ・・・・・・

発症メカニズムの
解明

生命現象等生命現象等
発生、分化
免疫など

各種疾患等各種疾患等
がん、糖尿病
など

個別生命機能解析個別生命機能解析個別生命機能解析

成果の実用化等による加速

共通リソースの整備共通リソースの整備

発現調節領域の解析発現調節領域の解析

生体分子間相互作用の解析生体分子間相互作用の解析

動
的
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文部科学省

ゲノムネットワーク推進委員会
・文部科学省に設置、委員長は文部科学省が指名
・委員は関係各界の有識者で構成
・プロジェクト全体の基本方針・基本計画の策定
・実施会議が策定する実施計画の承認
・実施会議からの報告に基づき助言等を実施
・文部科学省に対してプロジェクトの進捗報告及び意見勧告
・必要に応じて下部委員会（WG等）を組織する。

実施会議 （議長：榊佳之 理研GSCセンター長）

・研究実施グループ間の研究成果の相互交換、事業推進に関する協議調整
・プロジェクトの実施計画の策定
・シンポジウムなど対外的な活動の企画及び実施
・推進委員会に対して各事業の進捗を報告
・必要に応じて目的別のＷＧ等を設置
・その他プロジェクト推進に必要な事項の協議

実施会議
運営委員会

プラットフォームWG
（国立遺伝学研究所

が運営）

評価委員会
・推進委員会委員、外部有識者で構成
（プロジェクトの実施者を除く）

・プロジェクト及び課題の評価を実施

ゲノムネットワークプロジェクト実施体制ゲノムネットワークプロジェクト実施体制

委嘱勧告・報告等

課題選考委員会
公募要領の検討、課題の選考

報告

依頼

報告

プロジェクト事務局
・推進委員会、評価委員会、課題選考委員会、

知財WGに関する事務 等

報告

依頼

協力機関
選定WG

実施会議事務局（理研）
・進捗報告などのとりまとめサポート
・協力機関の公募課題選考のサポート
・プロジェクトＨＰ作成、シンポジウム

開催などの広報活動の実施

データ公開・知的財産権に関するWG
プロジェクトのデータの公開に係る原則及び
知的財産の取り扱いを検討する。報告

依頼

研究機関
研究者

承認・助言

（委員長：笹月健彦
国立国際医療センター総長）

研究機関
研究者

研究機関
研究者

研究機関
研究者

研究機関
研究者

※委員長及び議長は
就任当時の役職

協力機関
研究者

協力機関
研究者 5



ゲノムネットワークプロジェクトの実施機関（１）

中核機関 ゲノム機能情報の集中的解析 独立行政法人理化学研究所 林崎　良英 Ｈ１６～Ｈ２０

指定課題 ゲノムネットワーク解析に向けたヒトcDNAクローンの整備 国立大学法人東京大学 菅野　純夫 Ｈ１６～Ｈ１７

指定課題 ヒト全遺伝子レトロウイルス型siRNAライブラリの構築 国立大学法人東京大学 秋山　徹 Ｈ１６～Ｈ２０

指定課題
酵母ツーハイブリッド法(Y2H)による転写因子間の相互作用の解明と
補助因子の探索・同定

株式会社日立製作所 大友　純 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 ゲノムタイリングアレイを用いたヒト転写レギュロームの解明 国立大学法人東京工業大学 白髭　克彦 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 In vitro  virus法による転写因子複合体の大規模解析 学校法人慶應義塾 柳川　弘志 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 抗体を用いた転写因子複合体解析によるゲノムネットワークの理解 財団法人かずさDNA研究所 古閑　比佐志 Ｈ１８～Ｈ２０

中核機関 ヒトゲノムネットワーク情報システムの構築
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構
国立遺伝学研究所

五條堀　孝 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 メチル化ボディマップと蛋白質DNA相互作用情報の統合 国立大学法人東京大学 伊藤　隆司 Ｈ１６～Ｈ１７

公募課題 新技術を基盤とした革新的遺伝子解析システムの開発 国立大学法人東京工業大学 関根　光雄 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 ショットガン戦略による高分解能メチル化ボディマッピング 国立大学法人東京大学 伊藤　隆司 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 精子幹細胞の遺伝子改変によるがん疾患モデルラットの作成 国立大学法人京都大学 篠原　隆司 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 転写因子に対する抗体の遺伝子免疫による迅速作製システムの開発 学校法人東京理科大学 千葉　丈 Ｈ１８～Ｈ２０

小　　　　　　　　　　　計（次世代ゲノム解析技術の開発）

小　　　　　　　　　　　計（プラットフォーム）

小　　　　　　　　　　　計（横軸研究）

分類 課題名 代表機関 代表研究者 実施期間

プラット
フォーム

次世代ゲノ
ム解析技
術の開発

研究
プログラム

横軸研究
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ゲノムネットワークプロジェクト実施機関一覧（２）ゲノムネットワークプロジェクトの実施機関（２）
公募課題 糖尿病に関連した転写調節因子に対する遺伝子ネットワークの探索 国立国際医療センター 加藤　規弘 Ｈ１６～Ｈ１８

公募課題 生命を形づくる遺伝子発現機構の網羅的解析 国立成育医療センター 浅原　弘嗣 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 生体においてステロイドホルモンが担うゲノムネットワークの解明 国立大学法人東京大学 井上　聡 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 脳の時間的・空間的発現制御機構のシステム生物学 独立行政法人理化学研究所 上田　泰己 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 脂肪・骨芽細胞分化ネットワークのクロストークと冗長性の解明 学校法人埼玉医科大学 岡崎　康司 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 2時間を刻む生物時計に関わる遺伝子群の網羅的解析 国立大学法人京都大学 影山　龍一郎 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 ノンコーディングRNAによるゲノム情報発現制御機構の解析 学校法人慶應義塾 塩見　春彦 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 個別生命機能における転写因子の機能ネットワークと疾患 国立大学法人筑波大学 高橋　智 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 運動器の形成・維持・老化に関わる遺伝子制御ネットワークの解明 国立大学法人東京医科歯科大学 高柳　広 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 細胞死シグナル分子と増殖・分化シグナル間ネットワーク機構解明 国立大学法人京都大学 米原　伸 Ｈ１６～Ｈ２０

公募課題 自己-非自己識別に関わる免疫系遺伝子制御ネットワークの解明 国立大学法人東京大学 井上　純一郎 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 睡眠覚醒調節に関する遺伝子発現調節ネットワークの解明 財団法人大阪バイオサイエンス研究所 裏出　良博 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 ヒトゲノムのクロマチン転写ユニットの網羅的解析とその応用 国立がんセンター 太田　力 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 エピジェネティックネットワークを介した幹細胞維持の分子機序 独立行政法人理化学研究所 古関　明彦 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 哺乳類生殖細胞の性分化に関わるゲノムネットワークの解析
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構
国立遺伝学研究所

相賀　裕美子 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 免疫疾患に関与する転写因子群ネットワークの解明 学校法人福岡大学 白澤　専二 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 SETドメイン分子によるゲノムネットワーク構築と生命機能制御 国立大学法人京都大学 眞貝　洋一 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 免疫系細胞高次機能を司るDOCK2シグナルネットワークの解明 国立大学法人九州大学 福井　宣規 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 蛋白の可視化と機能的複合体解析で解くゲノム安定性ネットワーク 国立大学法人東北大学 安井　明　 Ｈ１８～Ｈ２０

公募課題 乳がん細胞の薬剤抵抗性に関するネットワークの動態解析 特定非営利活動法人システム・バイオロジー研究機構 北野　宏明 Ｈ１９～Ｈ２０

公募課題 脂肪細胞・骨芽細胞分化ネットワークの再構成と特性解析 国立大学法人大阪大学 松田　秀雄 Ｈ１９～Ｈ２０

公募課題 動的ネットワーク抽出のためのイン・シリコパイプラインの構築 国立大学法人東京大学 宮野　悟 Ｈ１９～Ｈ２０

合　　　　　　　　　　計

動的ネット
ワーク

縦軸研究

小　　　　　　　　　　　計（縦軸研究）

小　　　　　　　　　　　計（動的ネットワーク解析技術開発）
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ゲノムネットワークプロジェクトの参加機関（協力機関）
採択年度 機関名 代表研究者氏名

群馬大学大学院　医学系研究科 和泉　孝志

群馬大学 工学部生物化学工学科 井上　裕介

早稲田大学　バイオサイエンス連携研究所 江口　直美
大阪市立大学 広常　真治
広島大学　原爆放射線医科学研究所（H19.9～埼玉医大） 西山　正彦
神奈川県立がんセンター　臨床研究所 宮城　洋平
BSRC Fleming, Greece Vassilis Aidinis
Molecular Oncoligy,University of Oxford,U.K. Adrian Harris

埼玉医科大学　ゲノム医学研究センター 池田　和博

京都大学大学院　薬学研究科 奥野　恭史

鳥取大学　工学部 木村　周平

The Telethon Institute of Genetics and Medicine,Italy Diego di Bernardo
The Jackson Laboratory, US Carol J. Bult
Laboratory of Molecular Neurobiology,SISSA,Italy Stefano Gustincich
SANBI., Univ. of Western Cape, South Africa Winston Hide
University of Bergen, Norway Boris Lenhard
Universitaet Basel, Switzerland E.rik van Nimwegen
Dulbecco Telethon Institute,Telethon Foundation,Italy Valerio Orlando
National Medical Genomics Centre, Australia Nikolai Petrovsky
Fondazione Istituto Nazionale Tumori, Italy Marco A. Pierotti
Dana-Farber Center Institute,U.S.A. John Quackenbush

University of California-San-Diego, US Timothy Ravasi

MRC Human Genetics Unit, UK Collin Semple
Linkopings University,Sweden Jesper Tegner
Griffith University,Austraria Christine Wells
MRC-Laboratory of Molecular Biology, UK Sarah Teichmann

理研　バイオリソースセンター 三好　浩之

平
成
１
７
年
度

採択年度 機関名 代表研究者氏名
産業技術総合研究所　ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｼﾅﾙ情報研究ｾﾝﾀｰ 今西　規

理化学研究所　中央研 今本　尚子

北海道大学　大学院情報科学研究科 遠藤　俊徳
東京大学　医科学研究所 北村　俊雄
IIDMM,University of Cape Town,South Africa Frank Brombacher
The Scripps Research Institute,U.S.A. Howard S.Fox
Ludwich Institute of Cancer Research,Sweden Lukasz Huminiecki
The George Washington University Medical Center,U.S.A. Ajit Kumar
IBDNR,Albert Einstein College of Medicine,U.S.A. Mark F.Mehler
University Hospital Regensburg,Germany Michael Rehli
University of Copenhagen, Demark Albin Sandelin
Nanyang Technological University, Singapore Shöenbach Christian
The Scripps Research Institute,U.S.A. Claes Wahlestedt
北海道大学　大学院薬学研究院 稲垣　冬彦

大阪薬科大学　薬学部生体防御学研究室 藤森　功

東北大学　加齢医学研究所 松居　靖久

長浜バイオ大学　バイオサイエンス学部 池村　淑道

理化学研究所　基幹研 小島　俊男

放射線医学総合研究所　重粒子医科学センター 齋藤　俊行

お茶の水女子大学　大学院人間文化創成科学研究科 瀬々　潤

産業技術総合研究所　生命情報工学研究センター 堀本　勝久

京都大学　再生医科学研究所 山中　伸弥

Indian institute of Science,India Manju Bansal
McGill University Josee Dostie
University of Bristol,U.K. Julian Gough
University of Edinburgh,U.K. David Hume
Albert Einsten College of Medicine, U.S. Dmitri Loukinov
Genome Institute of Singapore,Singapore Yijun Ruan
European Bioinfomatics Institute,U.K. Martin Taylor

平
成
１
９
年
度

平
成
１
８
年
度



ゲノムネットワークプロジェクトの評価

文部科学省における評価

平成15年度 事前評価（ライフサイエンス委員会）
平成18年度 中間評価（ライフサイエンス委員会）
平成20年度 事後評価（評価委員会）
平成21年度 事後評価（ライフサイエンス委員会）

総合科学技術会議評価専門調査会

平成15年度 大規模研究開発の事前評価
平成17年度 大規模研究開発の評価のフォローアップ

ｹﾞﾉﾑﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施会議における自己点検・評価（18年度～20年度）
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